
現場で京都の風を浴び、

辞遍的な精神を次i任代に繋ぐ
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『京都への恋文』は、京都が京都であり続

けるために、京都が百年後もその泌を娯

えたまちであるために、J?:の知恵を暮らし

に取り入れ自然と智きあい守りあうまち

であるために、時代が変わっても自然と

心を通わせて暮らす京の原点を見失わ

ずにいたいという願いから始まりました.

京総が承遣の郷として、魅力あるまちと

して餓けるように、心に浮かぶ束事事の

盗について懇うこと、感じること

など‘京都を費するあな
.-. 

語り継ぐ京都のメッセージとは何かを、毎回の

講義で講師の方から経って頂き、命懸けで守って

きた伝統や銭術、本物へのこだわり句、京の摘神

(こころ)を学ぶ現地現fIでの..liです.カリキユ

ラムに沿って『家事s水物語J、『京都土物館Jr京都

木気物語Jr京都火灯物鰭Jr京都活物鰭Jr京都

愛物語Jr京都名水物語J.・・・・と織をました.

京の勝人は「見覚え、目車き覚え、見て習えJと

言われるように、師匠という人間すぺ

てを学ぶので、人問のありょう

まで問われるのが、京の

極みでもあります.京都が京都であり続けるために

文献にもない、伝統と町衆の心意気事事を再発見し、

魅力を引き出し、京都から広く発信して、次世代に伝えるため、

京すずめは機qな活動を行っています.
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「京都火灯物語Jのfおくどさん体験鴎座』から民生

した『おくどさん研究会』は、 2018年から年末にfおく

どさんサミットJを鰯催して、おくどさん{かまど)所有

者や製作者、使用者等が集い、交流しています.火の

文化、米文化、食文化の発信と継添を白保Iーしています.
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